
昭
和
布
・
お
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

::_D乙

d官、

味
よ一一
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語

行

動
・

言

語

生

活

こ
の
項
で
扱
ふ
「
意
味
」

研
究
に
は
、

個
々
の
語
義
の
論
述
が
含
ま
れ
な
い

(
そ
れ
は
語
葉
・

諮
誌
の
項
に
譲
る
)

こ
と
、

お
よ
び、

一

般
に
入
門
書
や
単

な
る
解
説
の
類
を
取
り

上
げ
な
い

原
則
を
採
る

こ
と
を、

初
め
に
断
っ

て
置

く
。

ま
た
執
筆
の
使
究
上、

題
の
順
序
と
は
逆
に
、

言
語
生
活
か
ら
言
語
行
動

へ
、

そ
し
て
意
味
へ
と
述
べ
て
行
く
。

hF
者
担
当
の
こ
の
分
好
で
、

過
去
二
年
間
(
昭
和
三
十
五
、

六
年)

に
、

同

語
研
究
家
の
側
か
ら
出
さ
れ
た
単
行
本
と
言
へ
ば
、

恐
ら
く
商
尼
実
『
言
語
生

活
の
探
究
』
(
岩
波
書
庖
・

昭
お
・

1
)
が
唯
一

の
も
の
で
あ
ら
う
。

戦
後、

言

は
ば
言
語
記
号
の
研
究
を
言
語
研
究
と
考
へ
て
い
た
の
に

対
し、

言
語
生
活
の

研
究
が
力
説
さ
れ
て
は
来
た
が
、

あ
る
意
味
で
は
こ
れ
は

合
ひ
言
楽
で
あ
り、

研
究
の
具
体
化
は
余
り
見
ら
れ
な
い
で
今
日
に
及
ん
だ
。

西
尾
の
前
掲
諸国
も、

彼
の
言
語
観
の
形
成
過
程
を
物
語
る
と
レ
ふ
色
彩
が
強
く、

こ
の
意
味
で
思
弁

的
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

納
か
い

事
な
が
ら
一

例
を
挙
げ
れ
ば
、

学
術
用

語
の
む
づ
か
し
さ
を
論
錐
し
て
、

こ
の
よ
う
な
〔
水
谷
注、

難
解
な
用
語
に
よ
る
知
的
特
権
階
級
の
形
成

と
い
ふ
〕

間
違
い
は
、

学
術
用
語
に

対
し
て
一

義
的
般
需
さ
を
単
語

に

求
め
た
た
め
で
あ
っ

て
、

そ
の
よ
う
な
一

義
的
厳
符
さ
は

要
素
と
し
て

の
「
単
一浩
」

に

求
め
る
べ

き
で
は
な
く、
「
文
」

も
し
く
は
「
文
章
」

に
お

け
る
は
た
ら
き
と
し
て
決
定
す
べ

き
で
あ
る
と
い

う、

当
然
な
判
断
を
誤

っ

た
た
め
で
あ
る
。
(
六
六
ペ
ー
ジ)

と
言
ふ
が
、

少
な
く
と
も
水
谷
に
は
こ
れ
が

「
当
然
な
」

結
論
と
付

思
へ
な
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静

谷

夫

ぃ
。

伺
々
の
語
が
一

義
的
に
限
定
さ
れ
な
く
て
も
文
ま
た
は
文
章
に
お
い
て
一

義
的
決
定
が
常
に

可
能
だ
と
い
ふ
託
拠
は
、

一

つ

も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ

は
当
然
の
判
断
ど
こ
ろ
か
、

大
い
に
論
議
を
要
す
る、

し
か
も
学
究
者
と
し
て

の
言
語
生
活
に
と
っ

て
、

重
大
な
問
題
で
あ
る
。

時
枝
誠
記
「
和
歌
史
研
究
の
一

観
点」
(
『
国
語
学
』

灯
、

昭
町四
・

ロ
)

は
、

古
今
集
か
な
序
を
手
掛
り
と
し、

そ
こ
に

投
影
さ
れ
た
中
国
詩
観
と
実
作
採
録

態
度
と
の
不
一

致
か
ら、

和
歌
が
前
代
か
ら
引
続
き
「
あ
だ
な
る
歌、

は
か
な

き
こ
と
」

と
し
て
言
語
生
活
に
機
能
し
て
も

い
た
こ
と
を
述
べ
、

し
か
し
一

方、

観
照
的
態
度
に
基
づ
く
独
詠
的
作
品
へ
と
向
ふ
出
発
点
と
な
っ

て
い
る
こ

と
の
意
味
を
検
討
し
よ
う
と
し
た
。
山
石
淵
匡
「
言
語
生
活
と
し
て
の
も
の
が
た

り
」
(
早
大
『
国
文
学
研
究
』

M
、

昭
お
・

9
)

は
、

平
安
朝
の

作
品
と
し
て

の
物
議
の
中
で
の
、

言
は
ば
会
話
の
部
分
を
「
も
の
が
た
り
」

と
書
き
分
け、

そ
れ
に
つ
い
て
話
題
の
而
か
ら
分
類
を
試
み
た
。

他
に
正
木
稔
枝
「
近
世
庶
民

の
言
語
生
活
に
お
け
る
瓦
版
の
資
料
的
意
義
」

(
京
都
女
大

『
女
子
大
国
文
』

ぉ
、

昭
お
-

m
)

が
あ
る
が
、

こ
れ
は
瓦
版
の
概
説
と
背
景
記
述
と
に
終
始
し

国
語
学
的
考
察
は
統
一糾
を
約
し
て
い
る
。

な
ほ
瓦
版
研
究
は
、

最
近
マ
ス
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
者
の
一

部
で
盛
ん
の
や
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
『
新
聞
研
究
』
一
一

五
号
(
昭
お
・

2
)

の
座
談
会
「
7
ス
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、

研
究
の
同
顧
と
展
望
」

を
挙
げ
て
置
か
う
。

剖
合
に

要
領

の
い
い
記
事
で
あ
る
。

「
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
ふ

概
念
が
暖
昧

だ
と
い
ふ
話
題
か
ら、
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

と
の
違
ひ
に
つ
き、

米
国
の
E
・



意味 ・ 言語行動 ・言語生活

エ
メ
リ
!

の
説
を
紹
介
し
て
い
る。
即
ち
後
者
が
時
事
的
な
事
実
の
(
そ
の
意

味
で
新
聞
的
な
)

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
の
に

対
し
て 、

前
者
は
娯

実・
教
育・
広
告
を
含
む
と
す
る 。
ま
た 、
斯
学
の
伸
展
の
為
に
は 、
メ
デ
ィ

ア
ご
と
に
そ
の
特
性
に
つ
い
て
侃
り
下
げ
よ
と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る 。
マ
ス
コ
ミ

の
一
つ
の
小
心
で
あ
る
新
聞
に
つ
き 、

日
本
新
聞
協
会
調
汽
課
「
新
聞
は
ど
う

読
ま
れ
て
い
る
か
」
(
『
新
聞
研
究
』
一
一

五
、

昭
お
・

8
)

は
、

摂
題
の
事
に

つ
き
一
資
料
た
り

仰
る 。
ま
た
『
読
書
科
学
』
五
巻
四
号
(
昭
お
・
6)
は 、

子
供
と
辺
両
と
の
関
係
を
考
へ

る
際
の
参
考
に
な
ら
う 。
こ
の
他、
資
料
的
知

識
を
仰
ぐ
意
味
で 、

商
団
長
々
『
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌』
(
至
文
堂 、

昭

お
・
8
)

が
片
目
さ
れ
る。

-

雑
誌
『一
言
語
生
活
』

は
そ
の
名
の
通
り
殆
ど
の

号
で
こ
の
方
而
の
特
崎
を
続

け
て
い
る 。
個
々
の
紀
事
で
な
く 、

号
と
し
て
の
目
ほ
し
い
テ
!

?
を
挙
げ
れ

ば 、
テ
レ
ビ
と
こ
と
ば
(
昭
お
・
1) 、
こ
と
ば
の
正
し
さ
(
同
3) 、
外
来
活

の
は
ん
ら
ん
(
同
4) 、
こ
と
ば
の
流
行
(
同
6) 、
文
字
の
役
別
り
(
悶
7) 、

ス
ポ
ー
ツ
用
語
(
同
ω
)

、

真
実
と
こ
と
ば
(
向
日
)

、

青
年
の
文
革
(
昭
お
・

1) 、
新
し
い
紋
切
り
型
(
問
5) 、

作
る
名
簿・
使
う
名
簿
(
同
7) 、

愛
称

時
代
(
同
8)、
話
し
こ
と
ば
の
類
型
(
同
日
) 。

昭
和
三
十
五
年
に
比
べ
三
十
六
年
の
方
が
や
阜、
活
液
だ
っ
た
と
は
言
へ

、

国

語
学
の
分
野
と
し
て
の
言
語
生
活
研
究
は 、
大
勢
と
し
て
な
ほ
欣
没
の
城
を
脱

し
切
っ
て
い
な
い 。
ホ

言
語
行
動
ま
た
は
言
語
行
為
の
研
究
は 、

円以
近 、

心
理
学
で
は
憎
ん
の
や
う

で
あ
る
が 、

ま
だ
国
語
学
と
の
間
に
交
流
を
見
る
に
は
至
ら
な
い 。
こ
の
展
望

の
窄
者
も
ま
た
そ
の
方
而
の
情
報
に
暗
い 。
か
う
い
ふ
事
は
「
成
旧作
科
学」
と

か
「
中
間
領
域
」

と
か
呼
ば
れ
る
分
野
で
は
起
り
勝
ち
で
あ
っ
て 、

大
学
の
学

部
・

学
科
の
立
て
方
自
体
に
立
ち
返
っ
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
な 、

大
き
な
問
題
で
あ
る 。

き
て
話
を
戻
し
て 、
様
烏
忠
夫
「
表
記
の
研
究L
(『
計
量
国
語
学
』
m-
m-

問 、
昭
お
・

ロ 、
昭
お
・
4、
昭
お
・

ω)
は 、

表
記
法
の
形
式
の
商
よ
り
も 、

文
字
に
よ
っ
て
表
現
す
る
と
い
ふ
行
動
を 、
確
率
の
立
場
か
ら
フ
ォ
l
ミ
ュ
レ

ー
ト

し
よ
う
と
し
た 。
そ
こ
に
は
蔚
史
的
な
形
で
な
が
ら 、
確
率
行
列
の
導
入

が
見
ら
れ
る 。

も
し
言
語
行
動
を
表
現
内
特
と
記
号
と
の
対
応
づ
け
で
あ
る
と

す
る
仮
説
が
有
効
な
ら 、
こ
の
迫
り
方
の
将
来
は
有
盟
で
あ
ら
う 。
た
だ
こ
こ

で
問
題
と
な
る
の
は

、

そ
の
「
確
率
」

が
ど
ん
な
性
質
の
も
の
か
と
い
ふ
事
で

あ
る 。

測
度
論
的
な
解
釈
を
与
へ

る
に
せ
よ、
頻
度
説
に
よ
る
に
せ
よ 、
そ
の

確
率
の
値
の
測
り

方
に
関
し
て 、
緩
んベ
な
認
識
論
的
な
問
題
が
起
る 。
主
観
確

率
を
導
入
す
る
と
な
れ
ば、
更
に
値
の
大
小
で
な
く
順
序
だ
け
を
使
っ
て
論
ず

る
と
な
れ
ば 、
さ
う
い
ふ
理
論
の
整
備
か
ら
取
り

掛
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

諸
学
の

協
力
体
制
を
必
要
と
す
る
所
で
あ
る

。

光
年
シ
ャ
ノ
ン
の
情
報
刑法制
が
紹
介
さ
れ
た
時 、
そ
の
別立川
の
見
事
さ
か
ら

そ
し
て
ま
た
そ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
が
言
語
行
吻
の
必
而
を
鋭
く

突
い
て
ゐ
る
事
か

ら 、
こ
の
立
場
で
言
語
行
動
論
の
花
々
し
い
発
展
が
可
能
か
の
や
う
な
印
象
を

与
へ
た。
し
か
し
γ
ャ
ノ
ン
白
身
も
工
学
的
情
報
理
論
は
「
意
味
」

に

関
与
し

な
い
と
言
っ
て
い
る
通
り 、
こ
れ
は
別
の
問
題
で
あ
っ
た 。
そ
の
後
(一
九
五

二
年) 、
ヵ
ル
ナ
ァ

プ
と
パ
ル
ヒ
レ
ル
と
の
共
同
研
究
に
よ
り 、

直
観
確
率
を

入
れ
た
意
味
論
的
な
情
報
理
論
が
出
た。
し
か
し
こ
れ
も、
言
語
研
究
者
が
考

へ
る
や
う
な
「
な
味
」

に
は
ま
だ
速
い 。
こ
の
珂
論
の
構
造
の
紹
介
と
批
判
と

は 、
吉
田
夏
彦
「
P
E
毛M
F
?
出二一
色
の
「
意
味
論
的
情
報
の
理
論」
に
つ
い

て
」
(『
計
量
国
語
学
』

目、
昭
お
・

6
)

に
見
ら
れ
る 。
な
ほ
国
語
学
の
展
望

か
ら
は
は
づ
れ
る
が 、
か
や
う
な
線
で
の
情
報
用
品耐
の
建
設
に
つ
い
て
児
三D口

当
巳]凹

〉

ヨ
E
E
3
0『

z
r
守n
Z
2

5{
O
コ
g
g
D
(
ア
メ
リ
カ
数
学
会
編

仇
守
R
E
3
0
\
h
g
h
E
句、

S
礼

宮

ミ
ミ
と
2
5
2N
b
も
Rhh

呂田H)

の
や
う
な
発
表
が
あ
っ
た
事
を
附
記
し
て
置
く 。

こ
の
二
年
間、
国
語
学
の
畑
で
の
言
語
行
動
の
研
究
は 、

言
語
生
活
の
研
究

に
比
べ
て
も 、
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
と
言
へ

さ
う
で
あ
る 。

こ
れ
は
言
語
生
活
の
条
で
触
れ
る
べ

き
か
こ
こ
に
す
べ

き
か
迷
っ
た
が、
波
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辺
友
左
「
文
章
の
縦
組
み
・
横
納
み
の
読
み
や
す
き
に
つ
い
て

||
漢
字・
か

な
の
字
体
の
再
検
討
を
提
唱
す
る

lll」
(
『
計
長
国
語
学』
は
、

昭
お
・
9
)

が
あ
る
。

波
辺
は
、

縦
書
き
・

横
書
き
の
俊
劣
に

関
す
る
従
来
の
諸
説
会}
紹
介

し
た
後、
彼
の
行
っ
た
実
験
の
結
果
を一
泊
し
て、
無
条
件
に
秘
書
き
が
す
ぐ
れ

て
い
る
と
は一
斉
ひ
難
く、
特
に
縦弔問
き・
縦
組
み
の
習
慣
に
支
へ
ら
れ
て
テ
ザ

イ
ン
し
て
あ
る
現
点
の
淡
J子・
か
な
活
字
を
そ
の
ま
ま
椴
紺
み
に
す
る
こ
と
に

は
問
題
が
あ
る
と
し
て
、

字
体
の

再
検
討
を
提
唱
し
た。

外
国
一泊
の
翻
訳
を
電
子
計
算
機
に
さ
せ
る'
什
拘
翻
訳
を、

言
語
行
動
の
条
に

附
記
す
る
の
も
妙
な
話
で
は
あ
る
が、
一
花
こ
こ
で
触
れ
て
置
か
う。
我
が

国

で
の
翻
訳
後
終
第一
号
で
あ
る、
電
気
試
験
所
の
ヤ
7
ト
が
動
き
出
し

た
の

は
、

明
和
三
十
四
年
の
事
で
あ
っ

た
。

そ
の
後
も
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
で
自
動

翻
訳
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
を
り、
三
十
六
年
秋
に
は
情
報
処
理
学
会
の
中
に

こ
れ
に
関
す
る
専
門
委
員
会
が
置
か
れ
た。
ま
た
滞
米
中
の
久
肝
時
に
〉
司
24

-←
ヨ
3
R
『

丘】
甘円
O岱円
r

g
]ω
唱曲
口市mm'
何
口
四一戸田
一回
ω
E
O
Em
cn
片岡白
ロ
己
主
5
ロ
(
ハ

l
ヴ
ァ

l
ド
大
学
の

Z
ω
勺

報
告
7、
一
九
六

こ

が
あ
る
。

な
ほ、
ゾ
連・

中
間
で
の
研
究
が
う
か
が
へ

る、

玉
木
英
彦・
喜
支
持
市
編
『
自
動
制
訳
』
(
み

す
ず
書
房、

昭
お
-

m
)

が
出
版
さ
れ
た
。

こ
れ
は
テ
・
ユ
パ
ノ
フ
、

劉
涌
泉

・一
一両
組
舜
の
論
文
を
訳
出
し、
解
説
と
参
汚
文
献
と
を
添
へ
た
も
の
で
あ
る。

*
 

意
味
の
研
究
は、
そ
の
む
づ
か
し
さ
か
ら
し
て
も、
相
変
ら
ず
多
く
は
行
は

れ
な
い
。

毛
利
可
む
「
内
部
言
語
形
式
ノ
l
ト

||
芯
味
の
探
究

||」
(
九

大
『
文
学
研
究
』

叩、

昭
お
・
3)
は、
力
作
と
言
へ
ょ
う。

毛
利
は
、

心
的

内
容
で
あ
る
意
味
を
表
現
す
る
際、

様
文
の
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
も
の
と
し
て

内
部
言
語
形
式
が
巧
へ

ら
れ、

受
に
そ
れ
が
英
仏
独
一治
な
ど
の
具
体
的
な
発
声

と
し
て
外
部
言
語
形
式
と
な
る
と
図
式
化
し、
こ
こ
か
ら
意
味
の
問
題
を
採
ら

う
と
し
て
し
る。
ま
た
亀
列
孝
「
意
味
の
は
な
し」
(『
言
語
研
究』
ω、
昭
ぉ・

9
)

は
、

言
語
学
会
大
会
の
公
開
講
演
の
原
稿
に
来
づ
レ
て
を
り、

そ
の
最
初

の
発
表
形
式
に
よ
っ
て
随
筆
的
な
所
も
あ
る
が、
表
現
者
が
意
図
し
た
意
味
と

表
現
の
結
果
か
ら
規
定
さ
れ
る
意
味
と
の
喰
ひ
違
ひ
を

無
視
し
《
誤
解
す
る
人

間》
を
捨
象
し
た
形
で
は、
意
味
研
究
は
あ
り
得
な
い、
従
っ
て
「
意
義
素」

の
侭
定
も
さ
う
安
々
と
は
出
来
ま
い
と
い
ふ
や
う
な、

意
味
論
の
認
識
の
根
本

に
わ
た
る
問
題
を
論
じ
て
い
る。
「
意
味」
論
を
言
語
研
究
に

と
っ
て
タ
ブ
ー

と
す
る
か
否
か
は
、

事
の
理
非
の
前
に、
ま
づ

研
究
者
の

気
質・
性
向
の
問
題

で
あ
る
や
う
な
気
が
す
る
。

意
味
論
論
議
は
不
毛
で
あ
り、
大
事
な
の
は
実
際

に
意
味
論
を
展
開
す
る
こ
と、
ま
た
は
そ
れ
を
拒
否
す
る
立
場
を
確
立
す
る
こ

と
だ
と
の
怠
見
も
あ
り
得
る
し、
そ
の
方
が
或
レ
は
利
口
か

も
知
れ
な
い
が
、

や
は
り
意
味
論
の
論
は、
現
在
の
段
階
で
は
必
要
で
あ
ら
う。

た
と
ひ
意
味
研

究
は
「
言
語
学」
に
属
し
な
い
と
言
ひ
切
っ
て
も、
そ
れ
で
言
語
が
意
味
か
ら

自
由
に
な
る
訳
で
は
な
い
の
だ
か
ら。

訳
書
で
は
あ
る
が、
ラ
イ
ズ
ィ
著・
鈴
木
孝
夫
訳
『
意
味
と
構
造』
(
研
究

社、

昭
お
・
2
)

が
出
版
さ
れ
た
。

ト
イ
ツ
語
を
英
語
と
対
照
し
つ
つ、
個
々

の
語
義
に
と
ど
ま
ら
ず、
戎
類
の
語
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
や
う
な
意
味
に
説

き
及
び、
か
つ
意
味
ど
う
し
が
あ
ゃ
な
す
構
造
に
も
及
ん
で
い
る。
こ
の
著
に

触
発
さ
れ
て、

問
根
正
雄
「組問
類
の
意
味
論」
(『
言
語
研
究』
ω、
昭
お
・

9)
や{円山
鳥
達
夫
「
空
間
的
な
量
を
表
わ
す
形
容
詞」
(
言
語
学
会
研
究
発
表

会、
昭
お
・
凶)
が
出
た。
前
者
は
セ
ム
語
を
主
と
し
た
文
法
意
味
説、

後
者

は
日
本
語
の
形
容
詞
の
意
味
を
扱
っ

た
も
の
で
あ
る
。

心
理尚子
で
は、
オ
ス
ク
γ
卜
の
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル

の
方
法
に
よ
る
研
究
が
盛
ん
の
や
う
で
あ
る
。

こ
れ
に

問
す
る
論
文
も
多
い
と

忠
ふ
が、
国
語
学
問
係
の
雑
誌
に
載っ
た
も
の
と
し
て、

日
本
語
を
付
料
に
取

り、

語
か
ら
受
け
る
季
節
感
に

関
係
づ
け
た、

芳
賀
純
「
語
混
合
に
よ
る
意
味

変
化
の
測
定
に

関
す
る
研
究」
(『
引
誌
国
語
学』
日、
昭
お
・

6)
を
挙
げ
て

置
く。

ま
た、
色
彩
象
徴
性
格
検
査
法
の
原
理
を
利
用
し
て
「
共
産
主
義」

「
愛
国
心
」

等
五
語
の
感
情
的
価
値
を
笑
験
的
に
追
っ

た、

渡
辺
友
左
「
諮
の

感
情
的
価
(
H
意
味)
を
画
定
し
よ
う
と
す
る
試
み」
奇
計
長
国
語
学』
刀、

昭
お
・
7)
が
あ
る。
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